
再評価結果（平成１６年度事業継続箇所）

北海道開発局建設部地方整備課担 当 課：
吉 井 厚 志担当課長名：

主要地方道 岩見沢三笠線 地方道 北海道事業名 事業 事業
い わ み ざ わ み か さ

区分 主体

起終点 延長自：北海道三笠市西桂沢
み か さ にしかつらざわ

km至：北海道三笠市桂 沢 １．２
み か さ かつらざわ

事業概要
主要地方道岩見沢三笠線は、岩見沢市から三笠市に至る約２１．９㎞の幹線道路であり、富良野
方面から主要地方道美唄富良野線及び国道452号を経由し北海道縦貫自動車道三笠ICへのアクセス路

、 。 、 、線として さらに桂沢湖周辺の観光施設への連絡路として重要な路線である 当該区間は 急勾配
急カーブなどの隘路区間の解消を目的とした、トンネルを含む延長１．２㎞の２車線整備である。
Ｈ 年度事業化 Ｈ 年度都市計画決定 Ｈ 年度用地着手 Ｈ 年度工事着手６ ６ ９

（Ｈ 年度変更）
全体事業費 事業進捗率 ％ 供用済延長 km約４０ ８０ ０億円

台／日計画交通量 ２，８００
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

億円 億円 平成 年分析結果 / /(事業全体) ８ ３５ ６８ ６８ １５
億円 走行時間短縮便益： 億円１．９ 7 34事 業 費： / 66 66/
億円 走行費用減少便益： 億円(残事業) 維持管理費： 1 1/ 2 2/

交通事故減少便益： 億円８．５ 0 0/
感度分析の結果

交通量変動 ：B/C= (交通量 ＋10%) B/C= (交通量 －10%)２．１ １．７
事業費変動 ：B/C= (事業費 ＋10%) B/C= (事業費 －10%)１．８ ２．１
事業期間変動：B/C= (事業期間＋20%) B/C= (事業期間－20%)１．８ ２．０

事業の効果等
・個性ある地域の形成（主要な観光地である桂沢湖及び富良野方面へのｱｸｾｽ向上が期待される）
・他のプロジェクトとの関係(道路整備に関するプログラムに位置づけられている) 他１項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
岩見沢三笠線は、南上川地区との連携強化、桂沢湖周辺の観光アクセス路及び空知管内の広域観

光ルートを形成等の重要な役割を果たすことが期待されており、三笠市をはじめとする１０市１６
町１村の首長で形成する空知地方総合開発期成会から早期整備の要望を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
事業着手後に国道452号及び主要地方道美唄富良野線が供用し、中空知と上川南部を結ぶ広域道路網が

形成され、岩見沢三笠線の交通量が増加している。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成15年度までに、路盤･舗装工L=520m、湯の沢大橋の上部架設が完了し、桂沢ﾄﾝﾈﾙの掘削にも着手し

ている。残事業は、路盤･舗装工L=370m、湯の沢大橋の塗装工及び桂沢ﾄﾝﾈﾙの掘削･覆工等である。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
用地処理で難航したが平成１２年までに用地買収を終了し、全線にわたり工事を進めており、平

成１６年度に全線供用予定である。
施設の構造や工法の変更等
近接している温泉旅館等に配慮し、トンネル掘削工法を発破掘削から機械掘削に変更。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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